
（ 第 3 5 回 課 題 検 討 会 ） 

「水俣・芦北地域戦略プラットフォーム」とは  

水俣・芦北地域戦略プラットフォーム 
第20回地域戦略検討会のお知らせ 

「負の遺産」としての水俣病事件をベースに、人間としての生き方、日々の暮らし、地域社会（教育、環境、福祉、

経済、政治など）のあり様を問い直そうとする市民、ＮＰＯ、研究者、民間事業者、行政職員など多様な関係者

の"出会いの場、学習の場、討議の場"であり、また、"新たな価値（生活文化）を 

創造する「場」"として位置づけられた舞台（プラットフォーム）です。 熊本学園大学 
KUMAMOTO GAKUEN UNIVERSITY 

話題提供 谷 洋一さん NPO法人水俣病協働センター理事／水俣病被害者互助会 事務局 

山下善寛さん 水俣の暮らしを守る・みんなの会 

中地重晴 熊本学園大学 社会福祉学部 教授 

コーディネート 宮北隆志  熊本学園大学 水俣学現地研究センター長 

日時 2013年 11月11日(月)19:00～21:00 

場所 熊本学園大学 水俣学現地研究センター 
       水俣市浜町２-７-１３（水俣市公民館裏、婦人会館向かい） TEL・FAX 0966-63-5030  

先月9日から11日、熊本・水俣で「水銀条約外交会議」が開催されました。「水銀」があら
ためて世間の耳目を集めることになったこの機会をとらえて、プラットフォームでは今回か
ら数回シリーズで「脱水銀社会」をテーマに取り上げます。 
「脱水銀社会」とは、明確な定義を与えられた言葉ではありませんが、非常にやっかいな有害
物質である水銀から、私たちの暮らしがいかに抜け出せるか、あるいは、いかに水銀の使用をコ
ントロールできるか、そのような事柄を広くイメージする言葉として、このシリーズでは使っ
ていきたいと考えています。 
今回は、その取りかかりとして、谷洋一さんから海外での水銀にかかわる会議の動向、山下
善寛さんから水俣市民としての脱水銀をテーマに、そして中地重晴からは水銀条約外交会議
のふり返りと、まずはお三方から話題提供をいただきます。 
その上で、特に「水俣での脱水銀」を意識しながら、「脱水銀社会」にかかわる内容につい
て自由な情報・意見交流をしたいと思います。みなさんのご参加をお待ちしております。 

「水俣・芦北地域戦略プラットフォーム」世話人会・事務局 

熊本学園大学水俣学研究センター 藤本延啓 

『脱水銀社会』シリーズ① 

水俣で「脱水銀社会」を考える 
―「水銀条約外交会議」のふり返りと意見交流 ― 


